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特集1 「記憶/保 存/伝 統」

記 憶 の さ ま ざ ま な 効 用

        序 に か え て

Foreword:On the different usage of memories

特集1編 集担当 荒井 芳廣

 近年 、世界 遺産や ナシ ョナル トラス トな ど狭 い意味 での文化 遺産の保存 をめ ぐる議論 が盛

んに行 われてい る。そ うした議論か ら明 らかになって きたの は、 この問題が単 に美術 史や建築

学 な どの分野 に とどまらない ということ、すなわち国家的 な文化政策、保存 に携 わるさまざま

な人々のあいだの ネッ トワー ク(ナ シ ョナル トラス トや遺跡 の保存 に対す る国際的協 力)、 知的

所 有権 の国際的協 約(WIPO)な ど、いろいろな意 味での社会 的次元 をもってい るとい うこと

であ る。本特集で は、 こう した 狭 い意味 での文化遺 産の保存 についてばか りでな く、広い意

味での文化遺産 をめ ぐる諸問題 、す なわち民俗 文化復興運動、観光、博物館 、宗教儀礼、伝 統

に対するフェ ミニズムの視点な どの主題 を取 り上げた諸論文 をつ う じて文化遺 産の保存の問題

が もつ広 が りを提示 し、で きるだけ多 くの社会科学者の関心 を促 し、問題の理解 の進展 に参与

す る状 況が生 まれるこ とを意図 している。筆者 自身 も自らのフ ィール ドで この問題 の探求 を始

めてい るが1)、 ここでは文化財の保護 をめ ぐるさまざまな想念 を惹起 した、つい最近 の見 聞に

ついて述べたい と思、う。

 箱根彫刻の森美術館の特 別展示 として、「記憶 の場 所」 とい う題名のつい た、 コ ンク リー ト

の建築物 を解体 したあ とに出る廃材 と無 数のス ミレで作 ったモニュメ ン トの一種の ような作 品

が あった。その カタチ とス ミレが作 る一面の紫色 の内部空 間が醸 し出す雰 囲気 は拙 い文章 では

正確 に伝 える ことはで きないが、墓 石 または墓地 を連想 させた。あるいは死者 はすべ て無 名に

帰せ られるべ きだとする新 しい埋葬形態 の提唱か もしれ ない。あるいはまた多数の無名者の死、

例 えばナチスの強制収容所 で大量 に虐殺 された人 々への鎮魂の碑の ようで もあ った。素材 とな

った 「壊 され る以前 の建築物」の素性 はわか らない。有 名な建築 であ ったのか無名の建 築であ

ったのか 、いずれ にせ よゴ ミと して廃棄 され る運命 にあ ったモ ノたちであ る。「建築 の忘 れ形

見」という概念 にもとにおこなわれた一木努 のコレクションに通ずる思想の表現であろ う2)。

 20世 紀最後 の重要 なモ ニュメ ン トと して しば しば言及 されるのが「ベ ル リンの壁 」であ る。

「壁」は破壊の対象であったが、その破 片は コレクシ ョンと保存 の対象 となった。同時期 に破壊

の対象 となったベ ル リンの レーニ ン像 の破片 は どこへ行 ったのだろうか?ベ ル リンの壁が もつ

この ような両面性 は、価値が付与 されて保存 の対象 となる「文化財」と価値の ない もの として廃

棄 され る 「ゴミ」 のあいだにある差異 と連続性 を先鋭 的な形で象徴 している。文化財保護 とゴ
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ミ処理はいず れ も我 々が現在 もっとも頭 と心 を費や してい る二つの問題であ るが、文化財保護

の問題 は、関 わって くる対象 と課題 の多様性(広 義 の文化財 の概 念)と それ とは逆の狭義の

「文化財」という言葉が喚起す るイメージのあいだのギ ャップのせいか、その重要性 を多 くの人

が認めなが らも、議論 をする共通の基盤が まだ確 立 していない。何 を保存 し、何 を破壊するのか。

そ の基準 をめ ぐって さまざまな議論 が行 なわれている。保存 の対象 となるのは楽 しい思い出 、

す なわ ち「良い記憶 」ばか りではない。戦後 も自分の広壮 な屋敷の一角に 自分が収容 されていた

強制収容所の ミニチュア模型 を作 りその音 、光 、空気 まで も再現 して人知れず追体験 していた

とい う笠井潔 の推理小 説 『哲学 者の密室」 に登 場す る、ユ ダヤ人資本家の例の ように、 「悪 い

記憶」 が破壊 とい う行為 を導 くとは限 らない。む しろ原子爆弾や ホロ コース トの ような辛 い思

い出が忘却す るこ とへの強い抵抗の感情 を生み出 してい る。T ・トドロフは、文化 とは基本 的

には記憶 の問題 、すなわちあ る国の文化 を所有す るとい うこ とはその 国の歴 史、地理、モニュメ

ン ト、史料、その行動 と思考の仕方 を知るこ とであ り、文化喪失者 とは祖先の文化 を獲得で き

なかった者、忘れて しまった者、失って しまった者 のこ とだ、 と述べているが3》、現実 には文化

の破壊 、モニュメ ン トの破壊 は、いたる所で多 くの人が知 らぬ 間に起 きて いる。太平 洋戦争 の

歴 史的評価が定 まらない うちに、 その歴史的評価 をめ ぐる記念碑の一つであ りえたはずの巣 鴨

プ リズ ンはいつの まにか現代 的建築物 に置 き変 って しまった。 この場 合のモニュメ ン ト破壊者

は、都市計 画家、それ とも建築家 だろうか?「 モニュメ ン ト破壊者 」とい う名称は必ず しも否定

的な意味で用い てい るのではな く、単 にモニ ュメン トを破壊す る者、あ るいは保存す るとい う

行 為に対 し拮抗す る存在 と して社会 的に立 ち現 れ る者 を指 しているに過 ぎない。今 日の文化財

保護思想 の先駆 的省察であ るア ロイス ・リー グルは 『モニュメ ン トに対する近 代的崇拝:そ の

本質 と発生」4)が 出版 された直 後の20世 紀初頭(出 版 は1903年)で は、破壊 者は、建築

家 ・都市計画家(と りわけモ ダニズ ムの)、 戦争、発展主義者、共産主義 イデオロギーであ った

が、特集の諸論 文に示 され るように、地域やモ ニュメン トの性 質によって さまざまな立場が破

壊者の カテゴ リーに加 わる とい うこ とが わかるであろ う。そ して破壊 とは対極 にあ るはずの保

存の プロセス をよ く検討 してみれば、善意の保存行為 も決 して破壊 の行為か ら無縁 でないこ と

は明 らかである。保 存すべ きモ ノの価値づけ には、そ こか ら洩 れるモ ノの排除や格下 げ とい う

操作が必然 的に伴 うか らである。アロイス ・リー グルは、記念す るこ との価値 を 「考古学的価

値」 、「歴史的価 値」、「意図的記念 の価値」の3つ に分類 し、 それぞれの価 値づ けに現 れる破壊

と保存の ダイナ ミズムにつ いて考察 しているが 、彼の著作の フランス語訳 に序文 を寄せ ている

フラ ンソワーズ ・シ ョエ イはこの分類 を従 って歴 史的事例 を挙げなが らさ らに考察 を深 めてい

る5》。この特集 に収 め られた諸論文 もまた別の地域 、別種 の事例 、別 の視点 に よって問題の分

析 の深化 に貢献 している と確信 してい るが、この問題 に関 して さらなる貢献 を成 し得る論者 は

少な くない はずである。近い将来 に議論の機会が与 えられ る事 を願 っている。
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